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２種類の耐摩耗鋼 丸棒

ＨＡＲＤＯＸ４００ ＲＯＵＮＤ ＢＡＲＳ

ＴＯＯＬＯＸ４４ ＲＯＵＮＤ ＢＡＲＳ

ＳＳＡＢは、板材だけでなく、耐摩耗鋼丸棒の生産を始めました。

ＨＡＲＤＯＸのブランドを引き継いだＨＡＲＤＯＸ４００ 丸棒と

機械構造用鋼として開発されたＴＯＯＬＯＸ４４ 丸棒が、ラインアッ

プされました。弊社では、この２種類の丸棒を耐摩耗鋼丸棒として、切

断販売致します。もちろん従来通り、加工までのご用命も承ります。

●ＨＡＲＤＯＸ４００ ＢＡＲ

引張強度１２５０Ｎ/㎟、硬度はブリネル硬度４００、衝撃靭性が４５Ｊ（－４０℃）と板材と

同じ性能を有しています。摩耗性だけではなく、衝撃にも高い性能を発揮します。

溶接性もよく色々な用途に使用出来ます。

●ＴＯＯＬＯＸ４４ ＢＡＲ

引張強度１４５０Ｎ/」㎟、硬度はブリネル硬度４５０、衝撃靭性３８Ｊ（２０℃）で、板材の

ＨＡＲＤＯＸ４５０相当に該当します。

最大の特徴は、使用温度が５９０℃まで硬度低下を起こさない事と機械加工性（切削性）が非常に

よいと云う事です。ＴＯＯＬＯＸは、従来、機械構造用鋼＆工具鋼である為、内部応力が殆ど除去

されています。従って、ＨＡＲＤＯＸの性能に加えて、この様な特性を有している大変付加価値の

高い鋼材と云えます。

耐摩耗鋼 丸棒の登場で、従来は板材から製作していた部品も丸棒から直接製作が可能となります。

この２種類の特性が異なった耐摩耗鋼丸棒の登場で、お客様の使用用途に応じて鋼材選択する事で、

幅広い用途に活用出来る可能性が広がります。
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